
　

10
月
7
日
～
9
日
に
ハ
ン

ガ
リ
ー
（
ソ
ン
バ
ト
ヘ
イ
）
で

開
催
さ
れ
た
２
０
１
６
ハ
ン

ガ
リ
ー
国
際
（
Ｆ
Ｉ
Ｇ
チ
ャ

レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー

大
会
）
に
日
本
代
表
と
し
て

出
場
し
た
鹿
屋
体
育
大
学
体

操
競
技
部
の
前
野
風
哉
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
2
年
）

が
、
鉄
棒
で
銀
メ
ダ
ル
、
平

行
棒
で
5
位
、
あ
ん
馬
で
7

位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

前
野
さ
ん
は
3
月
の
カ

タ
ー
ル
国
際
（
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
・
ド
ー
ハ
大
会
）
鉄

棒
金
メ
ダ
ル
、
5
月
の
ブ
ラ

ジ
ル
国
際
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ

プ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
会
）
あ

前
野
さ
ん

２
０
１
６
ハ
ン
ガ
リ
ー

国
際
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得
！

【競技成績（8位以上）】
競技 種目 順位 氏名 出場都道府県 監督／選手

成
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

－ 5 位

濱田　幸二

鹿児島県

監督
秋山　愛海

選手

雪丸　梢
坂東　可菜
赤星　七星
山形　理沙子
有村　涼
松江　愛佳
中山　恭佳
安田　睦実
藤原　舞香
白澤　明香里
興梠　里欧

成年男子体操競技 団体総合

5 位※ 堀内　柊澄 岡山県 選手

7 位※

中谷　太希

鹿児島県 選手杉野　史尭
中野　大貴
長谷川　瑞樹

成年女子競泳 100m バタフライ 8 位 大黒　舞子 富山県 選手

成年女子剣道 － 5 位※ 下川　美佳 鹿児島県 選手和田　美咲
成
年
男
子
自
転
車
競
技

タイムトライアル 2 位 野上　竜太 岡山県

選手

スプリント 5 位 堀　航輝 香川県

チームスプリント 4 位※ 野上　竜太 岡山県
5 位※ 松本　憲斗 熊本県

ケイリン 2 位 黒枝　咲哉 大分県
6 位 徳田　匠 京都府

チームパーシュート 2 位※ 阿部　将大 大分県

競技 種目 順位 氏名 出場都道府県 監督／選手

成年男子
自転車競技

スクラッチ 6 位 阿部　将大 大分県

選手ポイントレース 2 位 冨尾　大地 鹿児島県
5 位 山本　大喜 奈良県

ロードレース 5 位 黒枝　咲哉 大分県

成年女子自転車競技 ケイリン 7 位 西島　叶子 熊本県 選手スクラッチ 4 位 江藤　里佳子 大分県
成年男子カヌースプリント C-1 500 ｍ 8 位 松田　裕介 宮崎県 選手
成年女子カヌースプリント WK-1 200m 3 位 田中　香奈 福岡県 選手
※は、他団体の所属選手との出場を示す。

ん
馬
銅
メ
ダ
ル
に
続
い
て
の

国
際
大
会
で
の
メ
ダ
ル
獲
得

と
な
り
ま
し
た
。
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第
71
回
い
わ
て
国
民
体
育
大
会

　

10
月
1
日
～
11
日
に
第
71

回
国
民
体
育
大
会
が
岩
手
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
水

泳
競
技
の
み
9
月
4
日
～
11

日
に
開
催
）

　

い
わ
て
国
体
は
『
県
民
の

総
力
を
結
集
し
て
、
夢
と
感

動
を
与
え
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
国
体
』
と
い
う
基

本
目
標
を
掲
げ
、
東
日
本
大

　
今
年
９
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
へ
４
泊
６

日
の
初
海
外
旅
行
へ
出
か
け

た
。
５
月
頃
か
ら
、
航
空
券

と
ホ
テ
ル
を
手
配
し
、
数
冊

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
入

れ
、現
地
の
状
況
な
ど
を
色
々

と
下
調
べ
し
た
▼
約
９
時
間

半
の
フ
ラ
イ
ト
の
後
、
北
欧

の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
降
り
立
っ

た
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
の
移
動
は

ト
ラ
ム
（
路
面
電
車
）
が
と

て
も
便
利
で
、
主
要
な
観
光

地
に
直
結
し
て
い
た
。
小
さ

な
個
人
の
店
で
も
ほ
ぼ
カ
ー

ド
が
使
え
、
現
金
（
ユ
ー
ロ
）

を
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
都
会
な
が
ら
、
建

物
も
道
路
も
煉
瓦
造
り
の
落

ち
着
い
た
街
並
み
は
、
ど
こ
を

写
真
に
収
め
て
も
様
に
な
る

▼
９
月
の
日
本
は
異
常
に
暑

か
っ
た
け
れ
ど
、
ヘ
ル
シ
ン
キ

は
ひ
ん
や
り
肌
寒
い
く
ら
い
の

空
気
が
、
歩
き
回
る
に
は
ち
ょ

う
ど
良
い
季
節
だ
っ
た
▼
ヘ
ル

シ
ン
キ
大
聖
堂
や
、
美
術
館
、

教
会
と
有
名
な
建
物
た
ち
は
、

そ
れ
自
体
が
静
を
た
ず
さ
え

て
い
る
よ
う
な
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
が
流
れ
て
い
て
、
日
常

で
は
味
わ
え
な
い
独
特
な
空

気
感
で
心
を
落
ち
着
か
せ
て

く
れ
た
▼
人
と
自
然
も
共
存

し
て
い
て
、公
園
の
木
々
、
花
、

芝
も
元
気
で
色
が
濃
い
。
草

刈
り
や
、
街
を
き
れ
い
に
維

持
す
る
ル
ー
ル
が
出
来
て
い
る

よ
う
で
ど
こ
も
心
地
よ
か
っ
た

▼
旅
は
、
日
常
と
の
違
い
を

味
わ
う
だ
け
で
な
く
、
我
が

身
を
振
り
返
る
時
間
も
も
た

ら
し
て
く
れ
た
▼
国
際
交
流

と
い
う
留
学
全
般
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
大
学
在
学
中
に

留
学
を
希
望
す
る
学
生
が
相

談
に
来
る
。
彼
ら
は
、言
葉
や
、

留
学
計
画
設
計
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
金
銭
面
や
、
安
全

確
保
、
親
の
説
得
な
ど
不
安

や
支
障
が
あ
る
。
そ
れ
で
も

留
学
し
た
い
と
語
る
彼
ら
は
、

自
分
を
高
め
た
い
と
い
う
大

き
な
熱
量
を
持
っ
て
い
る
。
微

力
な
が
ら
も
、一人
で
も
海
外

に
飛
び
出
せ
る
よ
う
支
援
し

た
い
と
更
に
思
い
を
強
く
し

た
。（Ｒ
・
Ａ
）

鉄棒競技 表彰台にあがる前野さん（写真左）

個別ブースでの進学相談会

金久理事・副学長による挨拶

体操競技部

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
10

月
15
日
に
受
験
希
望
者
と
そ

の
保
護
者
等
を
対
象
に
、
平

成
28
年
度
第
２
回
大
学
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
昨
年
よ
り
約
40
名

多
い
、
１
５
１
名
（
保
護
者

等
を
含
む
）
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
金
久
博
昭

理
事
・
副
学
長
に
よ
る
挨
拶

の
後
、
前
阪
茂
樹
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
大

学
及
び
入
試
の
概
要
な
ど
に

つ
い
て
、
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
「
在
学
生
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
」
と
し
て
、
第

１
回
に
引
き
続
き
、
中
薗
圭

汰
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
３
年
）、
橋
本
瑞
穂
さ
ん

（
武
道
課
程
２
年
）、
淺
井
康

大
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
４
年
）
の
３
名
か
ら
、
志

望
動
機
や
受
験
勉
強
、
授
業

や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
学
生
宿

平
成
28
年
度

第
２
回
大
学
説
明
会
を
開
催

舎
で
の
生
活
の
様
子
な
ど
実

体
験
に
基
づ
く
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
４
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
や
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
・
研
究
に

用
い
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を

使
っ
た
実
験
・
実
習
体
験
、

体
育
館・屋
内
実
験
プ
ー
ル・

武
道
館
等
体
育
施
設
の
見
学

及
び
学
生
宿
舎
の
概
要
説
明

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
同
大
学
の
充
実
し
た

施
設
・
設
備
に
大
変
驚
い
た

様
子
で
し
た
。

　

他
に
も
、
個
別
ブ
ー
ス
で

の
進
学
相
談
会
や
同
窓
会
か

ら
の
支
援
に
よ
る
学
生
食
堂

体
験
、
各
課
外
活
動
団
体
の

ポ
ス
タ
ー
展
示
及
び
同
大
学

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売

も
行
わ
れ
、大
好
評
で
し
た
。

震
災
の
復
興
の
架
け
橋
と
な

る
よ
う
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
か
ら
も
22

道
府
県
の
代
表
選
手
団
と
し

て
、
約
70
名
の
学
生
、
教
職

員
が
選
出
さ
れ
、
16
の
競
技

で
活
躍
し
ま
し
た
。
主
な
競

技
成
績
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
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鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
海

外
の
８
つ
の
大
学
と
国
際
交

流
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
こ

の
度
、
国
立
体
育
大
学
（
台

湾
）
と
協
定
の
更
新
を
行
い

ま
し
た
。

　

国
立
体
育
大
学
は
平
成
14

年
に
協
定
を
締
結
し
、
今
回

で
３
度
目
の
更
新
と
な
り
ま

し
た
。

　

調
印
式
は
９
月
７
日
、
鹿

屋
体
育
大
学
で
行
わ
れ
、
国

立
体
育
大
学
か
ら
高
俊
雄
学

長
、
蔡
櫻
蘭
教
授
が
、
鹿
屋

体
育
大
学
か
ら
は
松
下
雅
雄

学
長
、
金
久
博
昭
副
学
長
、

竹
下
俊
一
学
長
補
佐
（
グ

ロ
ー
バ
ル
化
担
当
）
が
出
席

し
ま
し
た
。

国
立
体
育
大
学(

台
湾)

と
の

国
際
交
流
協
定
を
更
新

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

　

調
印
式
の
後
、
国
立
体
育

大
学
紹
介
や
両
大
学
の
研
究

活
動
、
ま
た
国
立
体
育
大
学

で
２
０
１
７
年
度
建
設
予
定

の
屋
内
プ
ー
ル
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

両
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
研

究
者
や
学
生
の
交
流
を
活
発

口頭発表

ポスター展示松下学長（左）と高学長（右）

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
毎

年
大
学
院
体
育
学
研
究
科
修

士
課
程
２
年
次
の
学
生
を
対

象
に
、
修
士
論
文
中
間
発
表

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
間
発
表
会
は
、
論

文
の
出
来
映
え
を
早
期
に
評

価
診
断
し
、
質
の
高
い
修
士

論
文
の
作
成
を
促
す
と
と
も

に
、
口
頭
発
表
の
方
法
を
学

び
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
本
年

度
は
、
各
学
生
の

研
究
内
容
の
ポ
ス

タ
ー
展
示
を
10
月

11
日
～
28
日
の
3

週
間
行
う
と
と
も

に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
等
を
利
用
し

た
口
頭
発
表
を
10

月
17
日
～
21
日
の

5
日
間
実
施
し
ま

修
士
論
文
中
間
発
表
会
を
実
施

し
た
。

　

口
頭
発
表
で
は
、
多
く
の

教
職
員
や
学
生
が
聴
講
す
る

な
か
、
発
表
者
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
研
究
の
目
的
、
方

法
、
進
捗
状
況
等
の
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
応
答
の
時
間

に
は
、
発
表
内
容
に
対
し
て

の
質
問
や
今
後
の
研
究
計
画

へ
の
助
言
等
、
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
、
発
表
者
だ

け
で
な
く
聴
講
し
て
い
る
学

生
に
と
っ
て
も
、
大
変
有
意

義
な
発
表
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
修
士
課
程
の
学
生

は
、
学
位
論
文
の
提
出
、
審

査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す

る
た
め
、
研
究
を
更
に
進

め
、
学
位
の
取
得
を
目
指
す

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

9
月
19
日
深
夜
か
ら
20
日

の
朝
に
か
け
て
、
巨
大
な
台

風
16
号
が
大
隅
半
島
を
直
撃

し
ま
し
た
。
上
陸
し
た
台
風

は
、
猛
威
を
振
る
い
、
鹿
児

島
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
が
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
鹿
屋
体
育
大
学
の
あ

る
鹿
屋
市
や
隣
の
垂
水
市
で

は
、
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
橋
の
崩
壊
や
住
宅
浸

水
、
停
電
や
水
道
が
止
ま
る

な
ど
の
被
害
が
あ
り
、
同
大

の
構
内
で
も
倒
木
や
窓
ガ
ラ

ス
が
割
れ
る
な
ど
の
被
害
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
こ

の
台
風
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
て
し
ま
っ
た
垂
水
市

か
ら
要
請
を
受
け
て
、
台
風

災
害
の
復
旧
の
た
め
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
ま
し

た
。

　

こ
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
は
夏
期
休
業
の
最
終

週
9
月
28
日
～
30
日
で
行

わ
れ
、
3
日
間
で
学
生
延
べ

１
５
９
名
、
教
職
員
14
名
の

派
遣
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
学
生
ら
は
主
に
、
民

家
の
倉
庫
や
牛
舎
な
ど
に
決

壊
し
た
川
か
ら
流
さ
れ
て
き

た
泥
の
掻
き
出
し
や
、
浸
水

被
害
に
遭
わ
れ
た
住
宅
か
ら

畳
や
タ
ン
ス
な
ど
の
家
財
道

具
の
運
び
出
し
を
行
い
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
こ
と
が
初
め
て
の
学
生
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の
も
と
機

敏
に
動
き
手
際
よ
く
作
業
を

こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
住
民
の

方
々
、
垂
水
市
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
か
ら
は
、「
体
育

大
学
生
が
た
く
さ
ん
手
伝
っ

ボランティアについての説明

ボランティア作業の様子 学内の倒木

て
い
た
だ
き
と
て
も
助
か
り

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
参
加

し
た
学
生
か
ら
は
、「
思
っ

て
い
た
以
上
に
体
力
を
使

い
、
水
を
含
ん
だ
畳
や
泥
の

重
た
さ
に
驚
い
た
。
少
し
で

も
力
に
な
り
た
い
の
で
、
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」
な
ど
、
活
動
に
前

向
き
な
声
が
多
く
上
が
り
ま

し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
も
含
め
、

被
害
に
遭
っ
た
地
域
は
現
在

も
復
旧
作
業
を
続
け
て
い
ま

す
。

に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
よ
り
一
層
学
術
交

流
が
進
展
出
来
る
よ
う
連
携

を
深
め
る
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
後

期
の
授
業
開
始
に
合
わ
せ

て
、
学
生
を
対
象
と
し
た
交

通
安
全
指
導
を
毎
年
度
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
10

月
３
日
～
６
日
の
４
日
間
、

８
：
00
～
８
：
40
の
時
間
帯

で
実
施
し
、
学
生
委
員
会
委

員
、
学
生
課
職
員
及
び
体
育

会
役
員
が
、
大
学
正
門
付

近
、
駐
輪
場
付
近
及
び
学
生

宿
舎
門
付
近
の
３
カ
所
で
、

車
や
バ
イ
ク
で
通
学
し
て
く

る
学
生
へ
、
現
場
で
の
交
通

安
全
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
指
導
内
容
と
し
て

は
、
自
動
車
は
駐
車
許
可
証

の
有
無
に
つ
い
て
、
バ
イ
ク

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
状
況

や
一
時
停
止
等
に
つ
い
て
確

学
内
交
通
安
全
指
導

を
実
施

認
し
、
車
両
に
駐
車
許
可
証

を
貼
付
し
て
い
な
か
っ
た

り
、
あ
ご
ひ
も
を
締
め
て
い

な
か
っ
た
学
生
に
対
し
、
直

ち
に
そ
の
場
で
注
意
し
、
是

正
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し

た
。

　

特
に
、
今
回
は
、
駐
車
許

可
証
の
な
い
車
を
使
用
す
る

学
生
と
学
生
宿
舎
生
の
車
で

の
入
構
禁
止
を
徹
底
し
、
違

反
車
に
つ
い
て
は
、
学
外
へ

引
き
返
す
よ
う
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
指
導
件
数
は
、

昨
年
度
に
比
べ
て
大
き
く
減

り
、
交
通
安
全
指
導
の
成
果

が
出
た
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

指導の様子
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　私たち鹿屋体育大学カヌー部は男子 16 名
女子３名の計 19 名で毎日活動しています。
カヌースプリントという競技は比較的マイ
ナーな競技ではありますが、今年度の全日本
学生カヌースプリント選手権大会では、カナ
ディアン部門において総合優勝しており、数
多くの入賞者がいます。また他にも全日本選
手権など日本代表を決める大会においても結
果を残しており、国際大会という大きな場で
活躍する選手も輩出しています。
　私たちは普段、大隅湖で夏も冬も練習を
行っていましたが、九月下旬に発生した台
風によって大隅湖付近で土砂崩れが起きてし

まい、水上での練習が困難になってしまいま
した。しかしながら、鹿屋体育大学は屋外ト
レーニング場や低酸素室、屋内実験プールな
どあらゆるトレーニング施設に恵まれている
ため、現在は、陸上でのトレーニングによる
基礎体力の向上に力を入れています。私たち
はこのような環境で練習ができていることに
感謝しています。ここ鹿屋体育大学でしかで
きないトレーニングをベースに日々練習に励
み、今年度よりもさらに飛躍した成績を残し、
支援していただいている皆さんに感謝の意を
伝えたいと思っていますので、カヌー部一同
今後とも応援の方よろしくお願い致します。カヌー部

課外活動団体紹介

　

10
月
29
日
・
30
日
、
鹿
屋

体
育
大
学
の
学
園
祭
「
蒼
天

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

文
字
ど
お
り
の
「
蒼
天
祭
」

と
な
り
、
会
場
と
な
っ
た
同

大
白
水
キ
ャ
ン
パ
ス
は
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
鹿
屋
で
い
い

ん
じ
ゃ
ネ
イ
ロ
」。
鹿
屋
で
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
も
負
け
な
い
熱
い
盛
り
上

が
り
を
と
い
う
想
い
を
込
め

て
の
も
の
で
す
。

　

今
年
の
「
蒼
天
祭
」
で
は
、

2
日
間
を
通
し
て
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
め
て
企
画
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
も
多
く
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
腕
相
撲
の
強
さ
を
競
う

「
豪
腕
決
定
戦
」
や
、
腕
立

て
伏
せ
な
ど
の
4
種
目
で
体

力
を
競
い
総
合
優
勝
を
決
め

る
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
№
１
決

定
戦
」
と
い
っ
た
体
育
大
学

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な

く
、
知
力
が
問
わ
れ
る
「
鹿

屋
の
ク
イ
ズ
王
は
君
だ
！

２
０
１
６
」、
笑
い
の
セ
ン
ス

が
必
要
な
「
大
喜
利
」
な
ど
、

多
種
多
様
な
新
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も「
大

喜
利
」
で
は
、
解
答
者
は
提

示
さ
れ
る
お
題
に
対
し
、
鹿

屋
体
育
大
学
あ
る
あ
る
や
時

事
ネ
タ
を
盛
り
込
み
、
お
も

し
ろ
い
回
答
を
連
発
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
歌
唱
力
を
競

う
「
歌
う
ま
選
手
権
」
や
豪

華
景
品
の
当
た
る
「
ビ
ン
ゴ

大
会
」も
実
施
。
そ
し
て「
蒼

天
祭
」
の
名
物
「
マ
ッ
ス
ル

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
今
年

も
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
素
晴
ら

し
い
肉
体
が
個
性
豊
か
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
と
も
に
披

露
さ
れ
、
来
場
し
た
皆
さ
ん

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
１
日
目
に
は

人
気
お
笑
い
芸
人
「
ジ
ャ

ル
ジ
ャ
ル
」、
２
日
目
に
は

人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
三
戸

な
つ
め
」
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
ス

テ
ー
ジ
が
催
さ
れ
、
会
場
は

一
体
と
な
っ
た
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
以
外

で
は
、昨
年
好
評
だ
っ
た
「
バ

ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
」
を
今
年
も

開
催
。
ま
た
、
大
学
開
放
事

業
と
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
（
Ｓ

Ｐ
Ｌ
ａ
ｂ
）
見
学
・
体
験
ツ

ア
ー
」「
学
長
杯
破
魔
投
げ

平
成
28
年
度

　「
蒼
天
祭
」
を
開
催

大
会
」「
研
究
室
へ
よ
う
こ

そ
（
教
育
・
研
究
内
容
の
ポ

ス
タ
ー
展
示
）」
が
実
施
さ

れ
た
ほ
か
、
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ 

Ｇ

Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
も
来
場
者
の

み
な
さ
ん
に
開
放
さ
れ
ま
し

た
。「
Ｓ
Ｐ
Ｌ
ａ
ｂ
見
学
・

体
験
ツ
ア
ー
」
で
は
、
施
設

の
紹
介
と
、
希
望
者
に
対
し

フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
や
ハ
イ

ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
で
の
測
定

及
び
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
行
わ
れ
、
大
変
好
評
で

し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ 

Ｇ

Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
に
は
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
た
鹿
屋
体
育
大
学

関
係
者
3
名
（
競
泳
：
松
田

丈
志
選
手
、
自
転
車
競
技
：

内
間
康
平
選
手
、
塚
越
さ
く

ら
選
手
）
の
サ
イ
ン
や
紹
介

パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
塚
越
選
手

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
実
際
に

使
用
し
た
ウ
ェ
ア
や
自
転
車

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ

ん
は
興
味
深
そ
う
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

学
生
が
主
と
な
り
企
画
・

運
営
を
行
う
「
蒼
天
祭
」。

学
年
・
サ
ー
ク
ル
の
垣
根
を

越
え
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
中
で
、
多
く
の
学
び
と

感
動
を
得
た
2
日
間
と
な
り

ま
し
た
。

NIFS GALLERY 会場の様子鹿屋のクイズ王は君だ！2016

模擬店

SP Lab 見学・体験ツアー 歌うま選手権

1日目
歌うま選手権　予選・決勝
マッスルコンテスト
ガリガリ選手権
豪腕決定戦
ジャルジャル　お笑いライブ
大喜利
バブルサッカー
SP Lab 見学・体験ツアー
破魔投げ大会
２日目
女装コンテスト
スポーツマン No.１決定戦
鹿屋のクイズ王は君だ！2016
三戸なつめ
　鹿屋体育大学スペシャルライブ
ローション相撲
フードファイト　予選・決勝
ビンゴ大会
※ 模擬店、NIFS GALLERY 開館、

研究室へようこそは両日開催

マッスルコンテスト優勝者 豪腕決定戦
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鹿屋体育大学に関する情報はホームページをご覧下さい。

http://www.nifs-k.ac.jp/

スポーツパフォーマンス研究棟に関する情報
はこちらをご覧下さい。

http://splab.nifs-k.ac.jp/ja/

学生のサークル

活動の情報を

「部ログ」で発信中！
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⑷平成２８年１１月

闘いのスケジュール 12月
３日　 第34回九州学生駅伝対校選手権大会/第16回九州学

生女子駅伝対校選手権大会
 （長崎県/島原市）
16日　平成28年度天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会
 （ファイナルラウンド）
 （～18,24,25　東京/東京体育館、大田区総合体育館）
17日　第27回 全日本セパタクロー選手権大会
 （～18　東京/駒沢オリンピック公園総合運動場体育館）
  第10回全日本学生剣道オープン大会
 （～18　北海道/千歳市開基記念総合武道館）
30日　2016全日本大学女子選抜駅伝競走
 （静岡/富士総合運動公園陸上競技場他）

学内行事 12 月
26 日 冬期休業期間（～ 1 月 7 日）
上旬 学生宿舎大掃除
下旬 日本学生支援機構奨学金返還説明会

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成
元

年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費
（
寄

付
金
）
は
一
口　

企
業
三
万
円
、
個
人

一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す
る
年

会
費
（
寄
付
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
税
法

上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を
超
え

る
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え

る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現
金

で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機
関

へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

古
江
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る
御
高
配
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【陸上競技】
◆天皇賜杯第85回日本学生陸上競技対校選手権大会
　（9/2～4　埼玉/熊谷スポーツ文化公園陸上競技場）
▽男子
 三段跳 8位 許田　悠貴
 十種競技 5位 坂本　都志記
▽女子
 800ｍ 6位 堤　裕希乃
 10000ｍ 1位 盛山　鈴奈
 棒高跳 4位 青柳　唯
 やり投 8位 坂倉　杏奈

◆第44回九州学生陸上競技選手権大会
 （9/16～18　福岡/久留米スポーツセンター）
▽男子
 棒高跳 2位 中森　一
 三段跳 3位 許田　悠貴
 十種競技 3位 鹿毛　脩玄
▽女子
 1500ｍ 3位 碓井　さくら

【水泳】
◆第92回日本学生選手権水泳競技大会
 （9/2～4　東京/東京辰巳国際水泳場）
 女子200ｍ背泳ぎ 7位 山口　藍李

【柔道】
◆九州学生柔道体重別選手権
 （9/2～4　福岡/福岡武道館）
▽男子
 60㎏級 1位 北村　翔
  2位 森田　将矢
 66㎏級 3位 小林　誠
 73㎏級 2位 園田　亮輔
 81㎏級 1位 盛田　勝義
 90㎏級 3位 荒巻　隆太朗
  3位 金本　拓巳
 100㎏級 1位 安部　祥央
 100㎏超級 1位 飛松　直樹
▽女子
 48㎏級 3位 小泉　涼花
 52㎏級 2位 義村　真由
  3位 木山　楓
 57㎏級 1位 丸山　ちひろ
  3位 上島　千明
 63㎏級 2位 飯野　鈴々

 70㎏級 2位 牧田　朱加
 78㎏級 1位 堀　步未
 78㎏超級 1位 泉田　凜
  2位 桒原　佑佳

【剣道】
◆第63回全九州学生剣道大会
 （9/10　福岡/春日市総合スポーツセンター）
 男子団体 1位 鹿屋体育大学
◆第39回全九州女子学生剣道大会
 （9/10　福岡/春日市総合スポーツセンター）
 女子団体 2位 鹿屋体育大学

【ヨット】
◆第25回全日本学生女子ヨット選手権大会
 （9/16～19　神奈川/葉山港沖）
 国際470級　ペア 6位 仲山（好）・伊藤
 総合 5位 鹿屋体育大学
◆2016年度九州470選手権大会
 （9/24～25　福岡/福岡市ヨットハーバー）
 国際470級　混合 3位 仲山（好）・三谷

【漕艇】
◆第43回全日本大学選手権大会
 （9/22～25　埼玉/戸田ボートコース）
 女子シングルスカル 4位 則近　涼子

【自転車競技】
◆ツール・ド・北海道2016（9/1～3　北海道）
 第１ステージ 8位 黒枝　咲哉

【カヌー】
◆平成28年度日本カヌースプリント選手権大会
 （9/8～9/12　石川/小松市木場潟カヌー競技場）
 K-2　1000ｍ 1位 明石　※
  2位 寺島・田原
 K-4　1000m 2位 明石　※
 C-1　1000m 6位 大野　健吾
 C-2　1000m 1位 松田・仲宗根
 K-2　500m 2位 明石　※
 K-4　500m 2位 明石　※
 C-1　500m 6位 松田　裕介
  8位 日髙　将希
 C-2　500m 1位 松田・仲宗根
  7位 疋田・佐藤
 K-4　200m 2位 明石　※
 C-1　200m 6位 松田　裕介
  7位 日髙　将希
 C-2　200m 1位 松田・仲宗根
  3位 大野　※
  4位 岩渕・日髙
 WK-1　200m 2位 田中　香奈

９月

事
務
局
か
ら

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

（
三
万
円
）

様

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

「
体
育
の
日
」
施
設
開
放

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や

寄
附
研
究
講
座
の
事
務
局
設
置

　

平
成
28
年
9
月
8
日
、
鹿

屋
体
育
大
学
に
財
宝
産
学
連

携
寄
附
研
究
講
座
事
務
局
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
株
式
会
社
財
宝
（
鹿
屋

市
）
と
の
産
学
連
携
に
よ
り

開
設
さ
れ
た
寄
附
研
究
講
座

の
運
営
拠
点
と
し
て
設
置
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
寄
附
研

究
講
座
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
中

心
に
活
動
し
て
い
く
も
の
で

す
。

　

今
後
、
こ
の
寄
附
研
究
講

座
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
ま
で

の
間
、
同
大
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
を
使

用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
研
究
、
貯

筋
運
動
を
中
心
と

し
た
健
康
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
研
究
、

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
研

究
、
ア
ジ
ア
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
及

び
ア
ス
リ
ー
ト
の

人
材
育
成
、
さ
ら

に
は
温
泉
施
設
を

使
っ
た
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
と
の

連
携
、
地
域
へ
の
貢
献
を
目

的
に
、
毎
年
「
体
育
の
日
」

に
開
催
さ
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や
」
（
鹿

屋
市
主
催
）
に
、
大
学
の
施

設
を
無
料
開
放
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民

の
間
に
広
く
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
積

極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
行

事
を
「
体
育
の
日
」
に
行
う

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
心
身

の
健
全
な
発
達
と
明
る
く
豊

か
な
生
活
の
形
成
に
寄
与
す

る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た

10
月
10
日
は
、
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
と
な
り
、
鹿
屋
体
育

大
学
の
屋
内
実
験
プ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
使
用
し

て
、
「
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教

室
」
「
Ｌ
ｅ
ｔ
＇ｓ 

ｐ
ｌ
ａ

ｙ
テ
ニ
ス
in
体
大
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
Ｌ
ｅ
ｔ
＇ｓ 

ｐ

ｌ
ａ
ｙ
テ
ニ
ス
in
体
大
で

は
、
個
人
レ
ッ
ス
ン
や
テ
ニ

ス
教
室
が
開
か
れ
、
幅
広
い

年
代
の
方
が
参
加
。
同
大
学

テ
ニ
ス
部
の
学
生
も
受
付
や

指
導
な
ど
を
行
い
、
大
会
運

営
に
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
同
大
学

の
ほ
か
、
鹿
屋
市
体
育
館
や

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ
体
験
が
行
わ
れ
、
多

く
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。運営に携わった鹿屋体育大学テニス部の学生

ジュニア水泳教室 テニス教室


